
　　　　※犯罪率…人口10万人当たりの刑法犯認知件数     （　）は高齢者死者数

  

 

大分県警察運営方針：県民とともに歩む力強い警察～「日本一安全な大分」の実現に向けて～

業務重点推進状況

犯罪情勢

業務目標達成状況

子供・女性に対する声掛け事案、ストーカー・ＤＶ事案等への迅速・的確な対応

少年非行防止・保護対策特殊詐欺の被害状況

交通事故情勢

６ 災害、テロ等緊急事態対策及び
大規模警備諸対策の推進

大規模災害対策等の推進

５ 暴力団等組織犯罪対策の推進４ 悪質・重要犯罪等の徹底検挙

重要犯罪の検挙

振り込め詐欺を始めとする特殊詐欺の徹底検挙

県民と連携した暴力団排除活動の推進及び暴力団員等の取締り

薬物事犯の取締り強化 大規模警備諸対策の推進

★交通事故死者数は記録が残る昭和27年以降で過去最少。
★交通事故件数及び負傷者数は、18年連続で減少

７ 県民本位の活力ある警察組織の
構築

業務の合理化・効率化の推進

★刑法犯認知件数は過去最少。犯罪率は全国第４位

・地域の犯罪情勢等を分析のうえ、地域実態に即した効果的な犯罪防止対策を推進
・自主防犯活動の活性化に向けた各種支援活動を推進
・防犯カメラ、ドライブレコーダー設置支援など防犯環境の整備促進による安全・安心
なまちづくりを推進

令和４年 大分県警察業務重点等の推進結果

１ 総合的な犯罪防止に向けた各種対策の推進 ２ 子供・女性・高齢者の安全確保と少年の非行防止・保護対策の推進 ３ 交通死亡・重傷事故の抑止

１．刑法犯認知件数過去最少 ⇒   達成（認知件数2,794件 前年比－93件 ※犯罪率全国４位 ） ２．特殊詐欺被害件数過去最少 ⇒  未達成（被害件数177件 前年比＋27件）
※過去最少であった2,887件（令和３年）から93件減少 ※被害額 約２億1,956万円 前年比＋約１億3,777万円

３．交通事故死者数過去最少 ⇒   達成（死者数32人 前年比－４人） ４．重要犯罪の完全検挙 ⇒  未達成（検挙率92.6％ ※全国平均87.6％ ）
※過去最少であった36人（令和３年）から４人減少

時間外勤務縮減、休暇取得の推進

・声掛け事案、ストーカー・ＤＶ事案はいずれも減少
・教育委員会や学校、ＰＴＡ、地域住民等と連携した「登下校防犯プラン」を推進
・ストーカー・ＤＶ行為者に対する迅速な警告や検挙措置等により重大事案を未然
防止

・刑法犯少年の検挙人員は年々減少
・不良行為少年の補導人員は増加
・スクールサポーターの活動等を通じ、学校等と連携して、非行の深刻化を防止
・児童虐待認知件数、児童相談所への通告人員は増加
・被害児童の早期発見、安全確保を最優先とした取組を推進し、重大事案への発展
を防止

可搬式速度違反自動取締装置による速度取締り

・ＴＶ会議システム用大型モニター整備
による環境の充実・強化

・オンライン形式の採用募集活動
・文書管理システム、デジタル映像・画

像解析等のデジタル化の推進

◇時間外勤務状況

◇休暇取得状況

シミュレータを活用した交通安全教育

ソング特殊詐欺被害防止啓発

大分おかし話動画 注意喚起ふせん
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特殊詐欺検挙人員の推移
・令和４年中は、積極的な職
務質問や犯行場所等におけ
る防犯カメラ捜査、その他
徹底した突き上げ捜査等を
行った結果、実行犯及び助
長犯を63人検挙

・重要犯罪（殺人・強盗・強
制性交等・放火・略取誘
拐・強制わいせつ）の、
認知件数は54件、
検挙件数は50件、
検挙率は92.6％

H30 R1 R2 R3 R4

構成員等 170 150 130 130 130

団体 18 17 15 15 15
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暴力団員等検挙人員の推移

H30 R1 R2 R3 R4

全薬物 90 76 109 96 106

覚醒剤 71 47 73 57 38

大麻 18 27 36 38 64
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・薬物の押収量は、覚醒剤が約16g、
大麻が約1,560g、麻薬等が約6.8g

・大麻での検挙者が増加傾向

・横断中死亡事故や重傷事故に繋がりやすい横断歩行者等妨害や速度超過等の違反行為
に対する交通指導取締りの強化

・横断歩道における歩行者優先をはじめとした交通ルールの遵守と交通マナーの向上を
図るための広報啓発

・被害・加害両面での高齢者対策（シミュレータを活用した体験型講習など）の推進

令和４年12月国東市における救出救助訓練
(警察庁指定広域技能指導官を招聘)

第45回全国育樹祭警衛警備

・被害件数、被害額ともに増加（前年比＋27件、＋１億3,777万円）
・架空料金請求詐欺、融資保証金詐欺などが増加
・コールセンターによる注意喚起、金融機関と連携した取組による
高齢者対策を推進
・特殊詐欺被害防止啓発ソング、日本昔話をモチーフにした動画
（大分おかし話）を作成し、それらを活用した各種広報啓発活動を
実施
・コンビニで電子マネーを販売する際に貼り付ける「注意喚起ふせ
ん」の作成・配布

H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

219 237 132 118 112 150 177

280 262 229 218 294 82 219

被害件数（件）

被害額（百万円）

Ｈ
Ｈ
Ｈ

時間外勤務時間数
（１人あたり月平均）

Ｒ４ 20.9
Ｒ３ 18.5
前年比 2.4

日
日
日

Ｒ３ 15.4
前年比 -0.7

年次休暇取得日数
（１人あたり）

Ｒ４ 14.7

増　減　率 　 － 3.2 ％    －　2.3 ％
増　減　数 　 －  93 件

Ｒ３ 　　2,887 件 　　 256.6 件 　　 57.7 ％

　 －　5.8 件 　－　3.1 ％

Ｒ４ 　　2,794 件 　　 250.8 件 　　 54.6 ％

刑法犯認知件数 犯罪率 検挙率
H30 R1 R2 R3 R4

406 433 344 369 302

404 468 399 369 340

828 969 844 696 604D 　V　 事　案

声 掛 け 事 案

ストーカー事案

H30 R1 R2 R3 R4

151 120 117 89 66

648 374 316 360 495

414 594 577 554 630

441 603 675 727 898通告人員
児童虐待

認知件数

少年非行
刑法犯少年

不良行為少年

年 

 罪種 認知 検挙 検挙率 認知 検挙 検挙率

11 11 100.0% 5 6 120.0%

4 4 100.0% 2 2 100.0%

8 8 100.0% 9 8 88.9%
9 9 100.0% 5 4 80.0%
0 0 0.0% 0 0 0.0%
24 20 83.3% 33 30 90.9%
56 52 92.9% 54 50 92.6%計

略取誘拐
強制わいせつ

強制性交等
放火
強盗

殺人

Ｒ４Ｒ３

重傷 軽傷

 　235 人 　2,569 人

 　254 人 　2,578 人

  －19 人   －  9 人
 －7.5 ％    －0.3 ％

交通事故件数 死　者　数 負傷者数

     2,271 件Ｒ４

Ｒ３

　

  32 人( 21人） 　　2,804 人

  36 人( 21人） 　　2,832 人     2,360 件
　  －  89 件　　－ 4 人(±0人）  　－  28 人　　

   － 1.0 ％　増　減　率
増　減　数

  －11.1 ％ 　 　 － 3.8 ％　


